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平成3１年度(平成3１年度(令和元年度令和元年度)：全国学力学習状況調査について！)：全国学力学習状況調査について！
◇ 新聞等でも報道されましたが、7月31日(水)に平成3１年度(令和元年度)の全
国学力・学習状況調査の結果が報告されました。本校の結果についてその概要を
お知らせします。今年度の全国学力調査も、国語、算数の2教科で、小学校第6
学年の全児童を対象とした悉皆方式により実施されました。
◇ 国語では全国平均に比べ＋6.2ポイント、県平均に比べ＋2ポイント、算数で
は全国平均に比べ＋0.4ポイント、県平均に－1ポイントという結果になってい
ました。国語、算数ともに全国平均を上回り、国語では県平均を上回るなど、概
ね良好な結果といえます。子どもたちが自分なりの目標をもって取り組んだこと、
先生方が授業を改善し、個別支援等を継続して行った結果だと捉えています。
◇ 本校では今回の全国学調及び諸学力調査の結果について、夏季休業中の校内
研修で分析・協議を行い、2学期からのさらなる授業改善や学力向上推進のため
の方策について話し合いました。◆課題として浮かび上がったのは、国語につい
ては「記述の仕方や工夫をとらえること」「自分の考えの理由を明確にし、まと
めて書く」など「書くこと」に課題があることが分かりました。また漢字の読み
書きにも課題がありました。算数では「図形の性質や構成要素について理解して
いること」や「グラフから資料の特徴や傾向を読み取ること」「計算の仕方を解
釈し適用すること」「数量関係」等の問題で課題があることが分かりました。
◇ この結果を踏まえ学校では、2学期以降の指導に活かしていけるよう下記の
取組を充実させていきます。また、1学期の学校説明会でも示した、本校が設定
した学力向上推進のための取組事項（①主体的・対話的で深い学びのための授業
改善、②宿題・課題の徹底、③学習規律の確立、④読書活動の推進．等）にも継
続して取り組み、課題が克服できるよう努めていきます。
【取組の例】
○記述式の問題では、「教えて考えさせる」方法を使い、記述に慣れさせる。
○日記を宿題に課したり、新聞記事等を活用して書く機会を意図的に設定する。
○授業及びそれ以外の場面でも、自分の考えを説明させる場を多く持たせる。
○算数でも学びの足跡、ふり返りの材料として「お宝ファイル」を作成する。
○辞書を活用し意味調べを行って、貯言葉通帳が活用できるようにする。・・等

◇ なお、全国学調で同時に実施された「児童質問紙」では、「家の人と学校での
出来事について話をしますか？」「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦して
いますか？」「人が困っているときは、進んで助けていますか？」等の質問にお
いて、「当てはまる」と回答した児童の割合が県や全国に比べてやや低い結果に
なっていました。各家庭においても、子どもたちの日常的な学習環境を整え、学
力向上への動機付け、チャレンジする意欲を持たせる声かけを行ってあげてほし
いとおもいます。◇ 学校・家庭・地域が協力し、本校の児童の学習意欲の向上
を図り、自己肯定感（自信）を確立し、将来の自己実現の動機づけとなれる学力
向上推進の取組を、協力して進めていきましょう。


